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平成23年12月末現在（　）内は前月比
人　口 33,861人 （＋49） 15歳未満 5,447人 （＋12）

65歳以上 5,736人 （＋18）

平均年齢 41.38歳

　男 16,291人 （＋29）

　女 17,570人 （＋20）

世帯数 12,624戸 （＋36）

1
▲ 　第19区　近藤直人選手（藍中３年）からたすきを受けとる

　　第20区　佐々井良輔選手（㈱ジェイテクト）

▲　第18区　横石航也選手(藍中３年)からたすきを受け取る
　　第19区　近藤直人選手(藍中３年)

(徳島新聞社提供)

　第５８回徳島駅伝が新春の１月４日、
５日、６日の３日間行われ、板野郡
チームは３位入賞とすばらしい成績を 
収めました。（関連記事７ページ）

力走！！　徳島駅伝
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「
年
頭
に
あ
た
り
」
藍
住
町
長

　
石
　
川
　
智
　
能

　

新
年
、
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
町
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

健
や
か
に
新
春
を
お
迎
え
の
こ
と
と
心
か
ら

お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

  

昨
年
は
、
３
月
11
日
に
発
生
し
た
東
日
本
大

震
災
や
原
子
力
発
電
所
の
被
災
に
よ
る
放
射

能
汚
染
に
よ
り
、
多
数
の
犠
牲
者
や
長
期
の

避
難
者
を
出
す
こ
と
と
な
り
、
食
の
安
全
や

健
康
被
害
への
不
安
が
広
が
り
ま
し
た
。
早
期

の
復
興
を
、
ま
た
、
安
全
に
安
心
し
て
生
活

で
き
る
こ
と
を
切
に
願
う
も
の
で
あ
り
ま
す
。

  

さ
て
、
昨
年
11
月
に
は
、
ゆ
め
タ
ウ
ン
徳

島
が
オ
ー
プ
ン
を
い
た
し
ま
し
た
。
オ
ー
プ

ン
に
先
立
ち
、
㈱
イ
ズ
ミ
と
の
間
で
、
地
域

づ
く
り
へ
の
参
画
、
地
域
産
業
の
活
性
化
、

雇
用
の
確
保
、
障
害
者
へ
の
配
慮
、
児
童
・

生
徒
の
健
全
育
成
、
環
境
対
策
、
安
心
・
安

全
対
策
の
７
項
目
を
柱
と
す
る「
ま
ち
づ
く

り
に
関
す
る
協
定
書
」や「
災
害
発
生
等
緊
急

時
に
お
け
る
施
設
提
供
」お
よ
び「
災
害
時
に

お
け
る
物
資
供
給
の
応
援
」に
関
す
る
協
定

書
も
締
結
し
て
お
り
ま
す
。
ゆ
め
タ
ウ
ン
徳

島
の
出
店
に
よ
り
、
町
の
活
性
化
が
図
ら
れ

る
も
の
と
大
い
に
期
待
を
し
て
お
り
ま
す
。

  

保
育
所
の
民
間
移
管
、
再
編
に
つ
い
は
、

現
在
の
町
立
３
保
育
所
の
内
、
東
保
育
所
を

社
会
福
祉
法
人
創
生
会
に
、
西
保
育
所
を
社

会
福
祉
法
人
和
田
島
福
祉
会
に
、
そ
れ
ぞ
れ

４
月
か
ら
移
管
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。
子

ど
も
が
安
心
し
て
過
ご
せ
る
こ
と
を
第
一
に

考
え
、
移
管
し
て
良
か
っ
た
と
思
っ
て
い
た

だ
け
る
よ
う
、
全
力
を
あ
げ
て
準
備
を
進
め

て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
中
央
保
育
所
の
給

食
調
理
に
つ
い
て
も
、
４
月
か
ら
民
間
委
託

を
行
う
こ
と
と
し
、
安
心
・
安
全
な
給
食
の

提
供
が
で
き
る
よ
う
業
者
の
選
定
を
行
っ
て

ま
い
り
ま
す
。

  

今
年
は
、
９
月
１
日
か
ら
12
月
14
日
ま
で

本
県
で
２
回
目
の
開
催
と
な
る「
第
27
回
国

民
文
化
祭
・
と
く
し
ま
２
０
１
２
」が
開
催

さ
れ
る
こ
と
と
な
り
、
本
町
に
お
い
て
も
、

「
藍
」と「
勝
瑞
」を
テ
ー
マ
と
し
た
イ
ベ
ン
ト

を
実
施
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

  

公
共
下
水
道
事
業
に
つ
い
て
は
、
今
年
か

ら
、
早
期
に
公
共
下
水
道
へ
切
替
え
て
い
た

だ
け
る
場
合
、
接
続
へ
の
助
成
金
の
拡
充
な

ど
を
行
い
、
加
入
促
進
を
図
っ
て
行
く
こ
と

と
し
ま
し
た
。

  
昨
年
か
ら
施
工
中
の
南
北
両
幼
稚
園
の
大

規
模
改
修
工
事
と
藍
住
中
学
校
新
校
舎
が
こ

の
３
月
に
完
成
す
る
予
定
で
す
。
こ
れ
に
よ

り
、
本
町
の
学
校
施
設
は
全
て
耐
震
対
策
が

図
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
藍
住
中
学
校
体
育
館

を
取
り
壊
し
、
現
在
の
町
民
体
育
館
を
中
学

校
の
体
育
館
と
し
て
使
用
す
る
こ
と
と
し
ま
す
。

　

旧
校
舎
と
体
育
館
の
跡
地
に
は
、
ス
ポ
ー

ツ
活
動
の
み
な
ら
ず
、
災
害
時
の
避
難
所
と

な
る
新
町
民
体
育
館
を
建
設
し
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。
こ
の
た
め
、
現
在
、
実
施
設

計
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

災
害
対
策
に
つ
い
て
は
、危
惧
さ
れ
る「
東

海
・
東
南
海
・
南
海
」の
地
震
に
備
え
て
ま

い
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
が
、
昨
年
の
東

日
本
大
震
災
の
規
摸
や
被
害
状
況
か
ら
、
国

や
県
に
よ
る
地
震
や
津
波
の
想
定
規
摸
、
被

害
予
測
の
見
直
し
が
行
わ
れ
て
お
り
、
こ
の

見
直
し
に
合
わ
せ
、
本
町
の
防
災
計
画
を
見

直
し
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
避
難
所
や
備

蓄
品
等
の
整
備
を
引
き
続
き
推
進
す
る
と
と

も
に
、
防
災
啓
発
や
生
活
弱
者
対
策
に
も
努

め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

今
後
も
、
さ
ら
に
行
政
運
営
の
効
率
化
を

図
り
つ
つ
、
生
活
環
境
の
整
備
や
教
育
・
福

祉
の
充
実
、
産
業
の
振
興
な
ど
を
通
じ
て
住

民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
図
る
と
と
も
に
、
活

力
の
あ
る
、
そ
し
て
安
心
・
安
全
な
町
づ
く

り
を
積
極
的
に
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
の

で
、
町
民
の
皆
様
方
の
お
力
添
え
を
い
た
だ

き
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

  

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
本
年
が
町
民
の

皆
様
に
と
り
ま
し
て
、
夢
と
希
望
に
満
ち
あ

ふ
れ
た
、
す
ば
ら
し
い
年
と
な
り
ま
す
よ
う

ご
祈
念
申
し
上
げ
、
年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ
と

い
た
し
ま
す
。   
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「
新
年
を
迎
え
て
」
藍
住
町
議
会
議
長

　
永
　
浜
　
茂
　
樹

　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

平
成
24
年
の
新
春
を
お
迎
え
に
な
ら
れ
ま

し
た
町
民
の
皆
様
に
、
心
か
ら
お
喜
び
を
申

し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
日
ご
ろ
か
ら
議
会
活

動
に
対
す
る
温
か
い
ご
支
援
と
ご
協
力
を
賜

り
、
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
、
３
月
11
日
に
東
日
本
大
震
災
が

発
生
し
、
東
北
地
方
を
中
心
に
広
範
囲
で
甚

大
な
被
害
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。
ま
た
、
こ

れ
に
端
を
発
し
た
福
島
第
１
原
子
力
発
電
所

の
事
故
に
よ
る
放
射
能
汚
染
の
影
響
か
ら
、

周
辺
地
域
で
は
今
も
な
お
深
刻
な
状
態
が
続

い
て
い
る
ほ
か
、
私
た
ち
の
生
活
の
周
辺
に

ま
で
そ
の
影
響
を
及
ぼ
し
て
お
り
、
今
後
の

防
災
対
策
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
の
あ
り
方
が

大
き
な
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

さ
て
、
現
在
の
社
会
経
済
情
勢
は
、
欧
米

に
お
け
る
経
済
不
安
や
円
高
等
の
影
響
を
受

け
、
長
引
く
景
気
の
低
迷
か
ら
抜
け
出
す
糸

口
が
見
い
だ
せ
ず
、
先
行
き
の
不
透
明
感
が

払
拭
で
き
な
い
情
勢
に
あ
り
ま
す
。
こ
う
し

た
中
、
被
災
地
の
復
興
対
策
を
は
じ
め
、
経

済
・
雇
用
対
策
や
地
方
の
活
力
回
復
へ
向
け

て
の
施
策
は
喫
緊
の
課
題
で
あ
り
、
一
刻
の

猶
予
も
許
さ
れ
な
い
状
況
で
あ
り
ま
す
。

  

国
・
地
方
と
も
に
財
政
状
況
は
依
然
と
し

て
厳
し
い
状
況
に
あ
り
、
本
町
に
お
き
ま
し

て
も
同
様
に
厳
し
い
財
政
運
営
を
余
儀
な
く

さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
自
立
し
た
町
政
運
営

を
目
指
し
て
町
を
挙
げ
て
行
財
政
改
革
に
取

り
組
ん
で
き
た
結
果
、
町
民
の
皆
様
の
ご
理

解
・
ご
協
力
に
よ
っ
て
、
そ
の
成
果
も
現
れ

て
き
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

  

一
方
、
少
子
高
齢
化
へ
の
対
応
や
防
災
対

策
を
は
じ
め
、
教
育
・
文
化
の
向
上
、
福
祉

の
充
実
、
生
活
環
境
の
整
備
な
ど
多
く
の
課

題
も
山
積
し
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
行
政
需
要

に
適
切
に
対
応
す
る
と
と
も
に
、
自
立
・
安

定
し
た
町
政
運
営
に
向
け
て
、
引
き
続
き
積

極
的
に
取
り
組
ん
で
ま
い
ら
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

  

議
会
と
い
た
し
ま
し
て
も
、
自
ら
の
改
革

を
図
り
な
が
ら
行
政
執
行
等
に
つ
い
て
の
監

視
機
能
、
代
替
案
提
示
等
の
機
能
を
果
た
す

こ
と
は
い
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
が
、
議

会
と
し
て
の
議
論
を
深
め
理
事
者
への
提
言
を

通
し
て
住
民
の
声
を
施
策
に
反
映
さ
せ
て
い
く

こ
と
が
大
切
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

  

ど
う
か
本
年
も
町
議
会
に
対
し
、
一
層
の

ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
町
民
の
皆
様
に

と
っ
て
今
年
一
年
が
健
康
で
明
る
い
幸
せ
な

年
で
あ
り
ま
す
よ
う
心
か
ら
お
祈
り
申
し
上

げ
ま
し
て
、
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し

ま
す
。

12月議会

　

平
成
23
年
第
４
回
藍
住
町
議
会
定

例
会
は
12
月
９
日
開
会
し
、
町
長
提

案
の
８
議
案
を
原
案
ど
お
り
可
決
し
、

20
日
に
閉
会
し
ま
し
た
。

上
程
議
案

９
日

◆
平
成
23
年
度
藍
住
町
一
般
会
計
補
正
予
算

　
（
歳
入
歳
出
と
も
２
億
５
千
６
百
万
円
を

増
額
し
、
予
算
総
額
を
百
２
億
８
千
万
円

と
す
る
）

◆
平
成
23
年
度
藍
住
町
特
別
会
計（
国
民
健

康
保
険
事
業
）補
正
予
算

　
（
歳
入
歳
出
と
も
１
億
２
千
万
円
を
増
額

し
、
予
算
総
額
を
29
億
２
百
万
円
と
す
る
）

◆
平
成
23
年
度
藍
住
町
特
別
会
計（
介
護
保

険
事
業
）補
正
予
算

　
（
歳
入
歳
出
と
も
６
千
９
百
30
万
円
を
増

額
し
、
予
算
総
額
を
19
億
５
千
６
百
50
万

円
と
す
る
）

◆
平
成
23
年
度
藍
住
町
特
別
会
計（
藍
寿
苑

介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
）補
正
予
算

　
（
歳
入
歳
出
と
も
千
３
百
90
万
円
を
増
額

し
、
予
算
総
額
を
２
億
６
千
６
百
90
万
円

と
す
る
）

◆
平
成
23
年
度
藍
住
町
特
別
会
計（
下
水
道

事
業
）補
正
予
算

　
（
歳
入
歳
出
と
も
７
百
万
円
を
増
額
し
、

予
算
総
額
を
３
億
２
千
百
万
円
と
す
る
）

◆
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
等
の
一
部
改
正

　
（
人
事
院
勧
告
お
よ
び
県
人
事
委
員
会
勧

告
を
踏
ま
え
、
条
例
改
正
）

一
般
質
問

16
日

　

西
川
良
夫
議
員
、
小
川
幸
英
議
員
、
林
茂

議
員
、
喜
田
敏
夫
議
員
の
４
氏
が
登
壇
、
行

政
全
般
に
関
す
る
質
問
を
行
い
ま
し
た
。（
一

般
質
問
の
内
容
は
２
月
発
行
予
定
の「
議
会

だ
よ
り
」で
ご
覧
く
だ
さ
い
）

上
程
議
案
等

20
日

◆
公
共
下
水
道
第
六
処
理
分
区
南
部
支
線
管

渠
工
事（
第
４
工
区
）請
負
契
約
の
締
結 

　
（
請
負
業
者　

㈱
大
日　

請
負
金
額　

４

千
４
百
43
万
１
千
８
百
円
）

◆
藍
住
町
教
育
委
員
会
委
員
任
命
の
同
意

（
和
田
哲
雄
氏
の
任
命
同
意
）

 

・
・
・
以
上
町
長
提
案

◆
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
制
度
を
創
設
し
実

施
す
る
こ
と
の
請
願
書（
不
採
択
）

・
・
・
以
上
議
員
提
案
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平
成
24
年
度

放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業（
学
童
保
育
）申
込
受
付

　

本
町
で
は
、
勝
瑞
児
童
館（
東
小
学
校

区
）・
住
吉
児
童
館（
北
小
学
校
区
）・
奥

野
児
童
館（
南
小
学
校
区
）・
徳
命
児
童
館

（
南
小
学
校
区
）・
富
吉
児
童
館（
西
小
学

校
区
）・
西
部
児
童
館（
西
・
北
小
学
校
区
）

の
６
館
で
学
童
保
育
を
社
会
福
祉
協
議
会

に
委
託
し
て
実
施
し
ま
す
。

開
設
時
期
　
小
学
校
の
登
校
日

　

放
課
後
〜
午
後
６
時

　
　
　
　
小
学
校
の
休
業
日

　

午
前
８
時
〜
午
後
６
時

　
（
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
）

申
請
期
間
　
２
月
17
日（
金
）か
ら

　
　
　
　
　

午
前
９
時
〜
午
後
６
時

藍
住
町
議
会
議
員
一
般
選
挙

    

投
票
日
は
２
月
12
日（
日
）で
す

○
告
示
日　
２
月
７
日（
火
）

○
投
票
日　
２
月
12
日（
日
）

　

投
票
時
間　
午
前
７
時
〜
午
後
８
時

○
期
日
前
投
票
・
不
在
者
投
票

　

期　
間　
２
月
８
日（
水
）

　
　
　
　
　

〜
２
月
11
日（
土
）

　
期
日
前
投
票
時
間　

午
前
８
時
30
分

　
　
　
　
　
　
　
　

〜
午
後
８
時

　

期
日
前
投
票
所　
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
（
役
場
４
階
）

　

そ
の
他
詳
細
に
つ
い
て
は
、
２
月
初
旬

発
行
予
定
の
広
報
あ
い
ず
み
選
挙
特
別
号

で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

問
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

　
　
（
☎
６
３
７
・
３
１
２
６
）

受
付
場
所

　

児
童
が
通
学
す
る
小
学
校
区
の
上
記
６
児

童
館

対
象
児
童

　

町
内
に
居
住
す
る
小
学
校
１
年
生
か
ら
３

年
生
ま
で
の
児
童
で
、
保
護
者
が
就
労
等
の

理
由
に
よ
り
放
課
後
に
適
切
な
保
護
が
受
け

ら
れ
な
い
家
庭
の
児
童

利
用
料
　
月
額　

５
，
０
０
０
円

※
申
請
に
必
要
な
申
込
書
等
は
、
上
記
６
児

童
館
と
福
祉
課
に
あ
り
ま
す
。

※
入
会
決
定
は
、
入
会
申
請
受
付
順
と
な
り

ま
す
。

問
福
祉
課（
☎
６
３
７
・
３
１
１
４
）

　固定資産税の対象となる償却資産を所有する個人（法人）は、毎年１月１日現在の資産状況を１月31日までに資産
の所在する市町村へ申告してください。
　償却資産とは、個人（法人）で工場や商店、農業などを経営している人や駐車場やアパートなどを貸し付けしている
人が、その事業のために用いている構築物、機械、機器、備品などの有形固定資産です。
償却資産の対象になるものは
   飲食店……………（厨房設備、カラオケセットなど） 医院…………（ベッド、手術台、Ｘ線装置など）
　工場………………(各種製造設備、受変電設備など） 小売店………(商品陳列ケース、冷蔵庫など）
　建設業……………（パワーショベル、ポータブル発電機など） 農業…………（選別機、籾摺り機など）
　理容業・美容業…(理・美容椅子、洗面設備など） 不動産貸付…（囲障、アスファルト舗装、浄化槽、受電設備、花壇など）
※テナントの場合、所有者以外の者が取り付けた特定付帯設備はその取り付けた者の償却資産となります。
問 税務課（☎637・3117）

○扶養控除の見直しについて
　子ども手当の創設や高校の実質無償化とあいまって、扶養控除の見直しが行われました。
　具体的には、 16歳未満の扶養親族（年少扶養親族）に係る扶養控除（33万円）について廃止するとともに、 16
歳以上19歳未満の者に係る特定扶養控除の上乗せ部分（12万円）を廃止し、扶養控除の額を33万円とすること
になりました。 

○寄附金税額控除の見直しについて
　寄附文化の裾野を広げるため、寄附金税額控除の適用下限額を５千円から２千円に引き下げることになりま
した。また、東日本大震災に伴い、国または中央共同募金会、日本赤十字社に義援金として寄附する場合もふ
るさと納税として控除が受けられることになりました。　　  
問 税務課（☎637・3117）

償却資産（固定資産税）の
申告はお済みですか？ 申告は１月31日まで

平成２４年度町県民税の主な改正点  
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　町ではエルタックスによる地方税の電子申告受付を開始しました。
　エルタックスを利用すると、地方税における申告などの手続を、パソコンからインターネットを利用して行うことができます。 

◆藍住町で利用できる
　エルタックスのサービス

税　目 申告関係
個人町・県民税 給与支払報告書
法 人 町 民 税 法人町民税の申告手続（各種申告）
固 定 資 産 税 償却資産の申告手続

○面倒な窓口への持参・郵送の必要がありません。
○複数の自治体への申告なども、エルタックス宛てに送信するだけで完了します。
　※（電子申告サービスを開始している自治体のみです）
○エルタックス専用ソフト（ＰCｄｅｓｋ）で申告書が作成できます。 
詳しくは、㈳地方税電子化協議会のエルタックスホームページをご覧ください。 
エルタックスホームページ（http://www.eltax.jp/) 
問 税務課（☎637・3117）

地方税電子申告（エルタックス）

障害者控除の適用
　障害のある方は、所得税・住民税の計算上、所得金額から一定の額を差し引くことができます。
　確定申告でこの障害者控除の適用を受けるためには、障害者手帳・療育手帳等の提示、または障害者控除対
象認定書（健康推進課で交付されます）の添付が必要となりますので、該当のある場合には忘れずにご用意ください。

問 税務課（☎637・3117）

　１月は、町県民税（第４期）・固定資産税（第４期）・後期高齢者医療保険料（第６期）の納付月です。
　納期限は、町県民税・固定資産税は１月25日、後期高齢者医療保険料は１月31日です。
　口座振替をご利用の方は、前日までに口座へご入金ください。

問 税金は税務課（☎６３７・３１１７）　保険料は健康推進課（☎６３７・３１１５）

今月の税金と保険料の納付のお知らせ

  国民健康保険の加入者全員が65歳から74歳の方のみで構成される世帯等の国民健康保険税は、原則として
特別徴収（年金から天引き）による納付となりますが、これからの国民健康保険税を『口座振替』により納めてい
ただける方は、特別徴収の対象者であっても普通徴収（口座振替）による納付を選択することができます。
　口座振替を希望される方は１月27日（金）までに役場税務課で申請手続きをお願いします。

【申請に必要なもの】　①国民健康保険者証　②預金通帳　③通帳の届出印
　　　　　　　　　　[従来から口座振替による納税をされていた方は認印のみ持参いただければ結構です。]

※口座振替は町税（町・県民税、軽自動車税、固定資産税、国民健康保険税）すべてのご契約となりますので、
国民健康保険税だけの口座振替を選択することはできません。

※「年金からの天引き」を希望される方は、届出の必要はありません。
※国民健康保険税の納付状況によっては、特別徴収になる場合があります。

問 税務課（☎637・3117）

国民健康保険税（特別徴収）の納付方法の変更
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ハ〜イ、こくねんです！  新成人の皆さん　おめでとうございます！
【20歳になったら国民年金】

　日本に住む20歳以上60歳未満のすべての人は国民年金に加入し、保険料を納めることになっています。
収入等がなく保険料の支払いが困難な場合は「学生納付特例制度」（学生のみ）「若年者納付猶予制度」（30歳
未満）などの保険料免除制度があります。

【国民年金の３つのメリット】
１．老後を支えます。 ………………………………………………………… 老齢基礎年金
２．病気やケガで障害の状態になったときに支えます。 ………………… 障害基礎年金
３．加入者が亡くなったとき、子のある配偶者、子を支えます。 ……… 遺族基礎年金

問  徳島北年金事務所（☎６５５・０２００）　住民課（☎６３７・３１１３）

　公共下水道の供用開始後３年目にあたり、町ではより多くの方に加入していただけるよう、次のとおり助成金制度
を拡充し、負担金も軽減します。
　新制度により、早期に接続する方の負担がより軽減され、いっそう下水道がご利用しやすくなります。
　新制度の特例期間も設けていますので、この機会にぜひ下水道に接続してください。

拡充の内容
　①下水道普及促進対策助成金の増額

対象工事 期　間 改定前 改定後

浄化槽を廃止し、
下水道に接続する工事

１ 年 以 内
12万円

20万円
２ 年 以 内 15万円
３ 年 以 内 12万円
４年目以降 7万円 ０円

くみ取り便所を水洗化し、
下水道に接続する工事

１ 年 以 内
15万円

20万円
２ 年 以 内 18万円
３ 年 以 内 15万円
４年目以降 10万円 ０円

※工事に要した費用が、助成金の上限を下回る場合には、その額となります。

　②負担金の軽減
 合併処理浄化槽を廃止し、下水道に接続する場合は、負担金が３年目までは０円、４年目以降は６万円になります。

すでに接続が完了している方へ
　新制度の「１年以内」助成金と負担金をさかのぼって適用します。
　該当する方には、個別に下水道課から連絡させていただき、所定の手続きの後、負担金の還付と助成金の差額交付
を行います。

供用開始区域にお住まいで、これから接続をする方へ
　平成24年９月30日までに接続が完了した方は、特例として新制度の「1年以内」助成金と負担金を適用します。
　ただし、平成24年10月１日以降は本来の経過年数を適用しますので、一部の方は４年目以降となり、上記特例の
対象者ではなくなります。

　供用開始区域にお住まいの方には、今後、戸別に訪問し、詳細を説明しますが、不明な点がある方はお問い合わせ
ください。

問 下水道課（☎６３７・３１２３）

公共下水道接続助成制度を拡充します！！
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毎
年
恒
例
の
徳
島
駅
伝
が
４
・
５
・
６
日

の
３
日
間
行
わ
れ
、
過
去
最
多
の
16
郡
市

（
オ
ー
プ
ン
参
加
の
名
東
を
含
む
）が
熱
戦

を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。

　

板
野
郡
チ
ー
ム
は
、
３
日
の
開
会
式
で

香
川
和
也
主
将（
三
洋
電
機
㈱
）が「
地
域

の
期
待
と
沿
道
の
声
援
に
応
え
る
べ
く
、

絆
の
込
も
っ
た
た
す
き
リ
レ
ー
で
走
り
抜
き

ま
す
」と
選
手
宣
誓
し
た
と
お
り「
絆
」の

た
す
き
リ
レ
ー
で
、
み
ご
と
昨
年
に
引
き

続
き
３
位
入
賞
と
す
ば
ら
し
い
成
績
を
収
め

ま
し
た
。

　

12
月
19
日
徳
島
県
庁
で
第
60
回
徳
島
県

統
計
大
会
が
開
催
さ
れ
、
統
計
調
査
業
務

に
貢
献
さ
れ
た
齋
藤
明
善
氏（
奥
野
）が
総

務
大
臣
表
彰
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

齋
藤
氏
は
、
昭
和
60
年
か
ら
平
成
22
年

ま
で
の
長
い
間
統
計
調
査
員
を
務
め
、
平

成
22
年
国
勢
調
査
の
国
勢
調
査
員
と
し
て

従
事
し
、
そ
の
成
績
が
極
め
て
優
秀
で

あ
っ
た
と
し
て
、
こ
の
た
び
の
受
賞
と
な

り
、
飯
泉
知
事
か
ら
表
彰
状
が
伝
達
さ
れ

ま
し
た
。

平
成
23
年
度 

　
統
計
功
績
者
表
彰

「
総
務
大
臣
表
彰
」

を
受
賞

力
走
!!  

徳 

島 

駅 

伝

齋藤明善氏（奥野）

平成24年２月１日現在で、経済センサス‐活動調査を実施します。

「経済の国勢調査」です。全国すべての企業・すべての事業所が対象です。
－調査票は平成24年１月末日までにお届けします。２月１日以降に提出をお願いします。－

■ この調査は、統計法に基づく基幹統計調査で、調査票に記入して提出する義務があります。
■ 提出された内容は統計作成の目的以外（税の資料など）には、絶対に使用しません。

総務省・経済産業省・都道府県・市町村 http://www.stat.go.jp/data/e-census/campaign/index.htm

■支社等のない事業所等には、調査員が直接伺い、調査票を配布、
　回収します。
■支社等を有する企業等には、国、都道府県と市が、民間事業者
   を通じて本社等に調査票を郵送し、インターネットまたは郵送で
　回答していただきます。

平成24年２月１日

経済センサス

徳島県下を駆け抜けた町内の選手
下段左から　田中康平選手、坂東秀宣ヘッドコーチ、野田彩加選手、濵小乃衣選手
　　　　　　石川町長、香川和也主将、佐々井良輔選手、東條太洋選手
上段左から　横石航也選手、井上直人選手、小林力斗選手、近藤直人選手、
　　　　　　杉本脩造選手、矢野郁弥選手



高額療養費と医療費控除　
　確定申告で医療費控除をする場合、病院・薬局等の領収書の原本を提出しなければなりません。平成２３年１月以降
の受診分で支給申請手続きができていない場合や１１月・１２月の受診分で高額療養費に該当すると思われる場合は、で
きるだけ確定申告前に高額療養費支給申請をしてください。（領収書の原本は返却します）
　また、高額療養費の支給を受けた（支給予定含む）医療費については、医療費控除の申告をする場合、支給（予定）額を

「生命保険や社会保険などで補てんされる金額」として申告してください。

問  健康推進課（☎６３７・３１１５）
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マイバッグ持参運動にご協力を!!

第７回国 保 の は な し保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保国 ののののののののののののののののののののののの はははははははははははははははははははは ななななななななななななななななななななななな ししししししししししししししししししししししし国 保 の は な し

　法務局で取り扱う供託(地代・家賃弁済供託・執行供託等)手続きは、直接窓口に出向くことなく、自宅や事
務所のパソコンを利用してインターネットによるオンライン申請が可能ですが、１月10日からは新しく「登記・
供託オンライン申請システム」へと移行し、「供託かんたん申請」など、より利用しやすい申請システムとなっています。
　また、供託金の納付方法についても、これまで同様インターネットバンキングやペイジーマークのある郵便
局等のATMを利用した電子納付制度が利用できることとなっていますので、供託手続きを行う場合には、ぜ
ひこれらのシステムをご利用ください。
＊詳しくは、法務省ホームページ(http://www.moj.go.jp/)をご覧ください。

問  徳島地方法務局供託課（☎６２２・４８６７）

供託手続きのオンライン申請

　今春、県内の高校を卒業する生徒の就職内定率は(10月末時点)は70.5％と、過去５年間で最低となってい
ます。また、大学生においても34.9％にとどまるなど厳しい状況です。労働局やハローワークでは県教委や
高校、大学などと連携し就職支援の強化を図っているところです。
　円高等厳しい経済情勢ですが、企業の未来を担う若き人材が一人でも多く地元に残り、地域の活性化につな
がるよう、新卒者に対する求人をよろしくお願いします。
問 ハローワーク鳴門（鳴門公共職業安定所）（☎６８５・２２７０）

新卒者に対する求人募集のお願い

高額療養費の支給（予定）額
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ご存じ
ですか

徳島県の最低賃金が改定されました！

交通遺児等へ育成資金貸付　＊義務教育終了まで育成資金が無利子で借りられます。
対 象 者　自動車事故により死亡または重度後遺障害者となられた方の０歳から中学校卒業までの子ども
貸付金額　一　時　金　155,000円
　　　　　毎　　　月　 20,000円
　　　　　入学支度金　 44,000円
返済期間　中学卒業後20年以内（高校・大学等に進学する場合は、卒業まで猶予）

重度後遺障害者へ介護料支給
対 象 者　自動車事故が原因で、脳・脊髄または胸腹部臓器を損傷し、重度の後遺障害を持ったために、常時ま
　　　　　たは随時の介護が必要な状態にある方
支給金額　
　①常時の介護が必要な方のうち「重度後遺障害診断書」で症状が「最重度」であると認められた方
      月額　68,440円 〜 136,880円
　②上記①以外で常時の介護が必要な方
　　月額　58,570円 〜 108,000円
　③随時の介護が必要な方
　　月額　29,290円 〜 54,000円

問 徳島市北田宮２丁目14番50号（県トラック会館２階） 独立行政法人  自動車事故対策機構  徳島支所（☎６３１・７７９９）

「交通遺児等育成資金貸付」
「重度後遺障害者介護料支給」制度

日本政策金融公庫からのお知らせ
　日本政策金融公庫は農業向け制度資金を取り扱っています。
○2012年２月14日、 15日に国産農産物等の展示商談会「アグリフードEXPO大阪2012」を開催します。入場無料

ですので、商談はもちろん、見学・視察にもどうぞ。詳しくは以下のURLをご参照ください。（出展募集は終了）
　http://www.exhibitiontech.com/afx/index.html
○農地・機械取得等にご利用いただけるスーパーＬ資金や農業セーフティネット資金、また、無利子の

農業改良資金等ご用意しています。
○お問い合わせやご融資の相談は公庫窓口等で受け付けています。
問  〒770-0856 徳島市中洲町1-58　日本政策金融公庫徳島支店農林水産事業

　　（☎６５６・６８８０）　http://www.jfc.go.jp/a/

徳島県最低賃金

時間額6
労使

4
仲よく

7
守ろう賃金

円

（発効日　平成23年10月15日）

徳島県特定（産業別）最低賃金
件名 時間額 発効日
紡績、織物業 ６５２円 平成１５年１２月２１日
造作材･合板・建築用組立材料製造業 ７７５円 平成２３年１２月２１日
はん用機械器具、生産用機械器具、
業務用機械器具製造業 ８０１円 平成２３年１２月２１日

電子部品・デバイス・電子回路、
電気機械器具、
情報通信機械器具製造業

７５９円 平成２３年１２月２１日問  徳島労働局労働基準部賃金室
　　（☎652・9165）
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　12月４日から10日の人権週間にあわせ、人権作品展や講演会等が町役場で開催
されました。
　役場１階町民ホールでは12月２日から９日にかけて、町内各幼稚園児の合同作
品や小学生、中学生の人権に関する標語やポスター、書道などの作品展示が行わ
れました。
　また、８日には町民シアター（役場４階）で、人権学習発表会と人権問題講演会が開催されました。人権学習発表会

では、西小学校６年生児童による「差別の中でたくましく生きる人びとを学習して」
の呼びかけと「ともだちはいいもんだ」の歌の合唱や東中学校生徒会人権委員と応
募のあった生徒８人の出演による「あなたが大切」のビデオ上映も行われました。
　人権問題講演会では、腰塚勇人さんが「命の授業～今の幸せに気づくことから夢
はひろがる～」と題して講演がありました。腰塚さんはご自身がスキー事故により
全身マヒになってから、社会復帰するまでの人生観が大きく変化した体験を涙な
がらに語り、会場いっぱいに詰めかけた人たちに感動を与えました。（詳しい内容
は11ページをご覧ください）
　皆さんにとって「幸せ」とは何ですか。人が人として幸福に自分らしく生きるた

めに、誰もが住みやすい人権の町づくりを進めていきましょう。

　もし、日本で“狂犬病”が発生したら予防注射を受けていないあなたのワンちゃんは『かわいい』
存在から『恐ろしい』存在に変わってしまう……かもしれません。
　あなたのワンちゃんへの狂犬病予防注射はワンちゃんの命を狂犬病から守るためだけのもので

はなく、あなたとワンちゃんとの愛情の絆をそして、あなたとあなたの家族を守るためのものでもあるのです。
　狂犬病は　人や犬、猫をはじめとしてすべての哺乳動物がかかる人獣共通感染症で、発病した場合は人も動物
もほぼ100％死亡します。
　発病している犬の唾液中には多量のウイルスが含まれるため、この時期の犬に人や動物が咬まれると狂犬病に
感染します。
　狂犬病は、一旦発病したら有効な治療方法はありません。しかし、ワクチンで予防することが可能です。
　狂犬病予防法により、生後91日以上の飼い犬の登録と年１回の予防接種が飼い主に義務付
けられています。
　犬への狂犬病予防接種は、犬の命だけでなく、人の命を守り、社会を守ることにもつなが
ります。

問  生活環境課（☎637・3116）

広げよう　みんなの手と手で　笑顔の輪　　　　　　　３年　久保田　　　萌

大丈夫　ひとはだれも　一人じゃない　　　　　　　　３年　北　谷　友望佳

つくろうよ　笑顔あふれる　楽しい町を　　　　　　　３年　上　野　胡　桃

本当に　「なんにも知らない」と　言い切れる？　　  　３年　中　村　陽　和

藍住中学校生徒作品

人権作品展（役場１階）

西小児童による呼びかけと歌

人権標語人権標語

人権の町づくりを

ご存じですか? 　狂犬病
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「命の授業を受けて」 ●藍住町スローガン●

守れ人権 許すな差別

　昨年の人権週間中の12月８日、腰塚勇人さんによる「命の授業」の講演を聴くことができました。
＊質　問 ＊
  『突然今、失って本当に困るものを3つ想像してみてください。』
  腰塚さんの問いかけに、会場のみんなは真剣に「命」「家族」「健康」…とその答えを考えました。その質問は、
大切なものが当たり前にあることの幸せに気づくきっかけを与えてくれました。

＊ 腰塚勇人さん ＊
　腰塚さんは、中学校でバスケットボール部の顧問をされる熱血先生でした。しかし、2002年3月1日、スキー
中に首の骨を折って全身麻痺状態になるという事故にみまわれました。当たり前にあった多くのものを失い、
絶望の入院生活の中から「笑顔でいること」「感謝すること」の実践へと考え方を大きく転換されたそうです。
それは、奥様やご両親をはじめ、職場や医療関係の周りの方々から『信じて、待っていてくれて、必要とさ
れている』というメッセージをたくさんもらっていることに気づかれたからでした。その後、リハビリから
職場復帰へと、右半身の麻痺や下半身の感覚麻痺を残しながらも奇跡的に回復されました。そして、「ドリー
夢メーカー」として自分の命の使い方を自分と人の命が喜ぶ生き方をしようと決意され、退職後全国で講演
活動を続けられています。

＊ 5つの誓い ＊
❶「口」は… 人を励ます言葉や感謝の言葉を言うために使おう…
❷「耳」は…人の言葉を最後まで聴いてあげるために使おう…
❸「目」は…人のよいところを見るために使おう…
❹「手足」は…人を助けるために使おう…
❺「心」は…人の痛みがわかるために使おう…

  腰塚さんの講演から、「命」そして「生きること」の大切さを改めて考えることができました。5つの誓いのうち
の1つからでも実践することで、自分の命を使って生きたいと考えるようになりました。ありがとうございま
した。

藍住町人権擁護委員　廣瀬浩美

藍住町での講演を終えて
　12月８日・９日と藍住の町民の皆様、そして藍住中
学校、藍住東中学校の生徒の皆さんと先生方に話をさ
せて頂きました。両日とも底冷えのする中、１日目の
人権問題講演会ではたくさんの方がお集まりくださり、
また２日目の中学２校の生徒の皆さんも寒い中、真剣
に話を聴いてくださり本当に嬉しかったです。

（中略）
　命の喜ぶ生き方、一度考えてみて頂けたら嬉しいで
す。私の命の喜ぶ生き方って何だろう…って。皆さん
だから幸せに、笑顔にできる人がいます。その方って
どなたですか？                
　２日目の講演の帰り藍の館に行き、藍染めで家族３人分ハンカチを染めました。奥さん、息子は大喜びで
した。
　大切にします。幸せな時間をありがとうございました。

感謝をこめて　　腰塚 勇人   

※全文は町ホームページで紹介しています。

藍住中学校での講演
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介
紹
た
る
か

史
歴
住
藍

NO.9 ら行

藍住歴史かるたは教育委員会で1,500円で販売しています。また、町のホームページでも見ることができます。　
 教育委員会（☎637・3128）　町ホームページ　http://www.town.aizumi.tokushima.jp/

▲落
らくじょう

城の　哀
あいかん

感伝
つた

える　義
ぎちょう

冢の碑
ひ

　現
げんざい

在、勝瑞城跡には勝
しょうずいぎ

瑞義冢
ちょうひ

碑が立っています。碑の
正面には「勝瑞義冢碑」と彫

ほ

られ、他の三面には阿波三好
氏の盛

せいすい

衰が漢文で詳
くわ

しく書かれています。碑文は、徳
とくしま

島
藩
はん

の儒
じゅがくしゃ

学者、那
な ば ろ

波魯堂
どう

が勝瑞村の庄
しょうや

屋であった岩
いわ

佐
さ

谷
や

助
すけ

の依
い

頼
らい

によって書いたもので、名文であると親しまれて
きました。

▲瀧
りょうぢ

池には　安
あんぜんねが

全願う　高
たか

地
じ

蔵
ぞう

　東中富字龍池の県道に沿
そ

った旧
きゅうどう

道に、大きい
高地蔵が往

おうらい

来する人々の安全を見守っているか
の姿

すがた

で立てられています。この地
じ ぞ う そ ん

蔵尊は安
あん

政
せい

元
年（1854）11月5日の安

あん

政
せい

南
なん

海
かい

道
どう

地
じ

震
しん

の死者を
供
く

養
よう

するために建てられたものです。この付近
一帯は、安政南海地震だけでなく、毎年のよう
な洪

こう

水
ずい

でも多くの被害を被
こうむ

りました。そのため、
周辺には大小の地蔵尊が数多く見られ、在所の
人たちによって今も祀

まつ

られています。

▲るいるいと　土
ど

塁
るい

めぐらす　勝
しょうずいじょう

瑞城
　阿波侵攻を開始した土佐の長宗我部氏により
天
てんしょう

正3年（1575）に海
かいふじょう

部城（海陽町）を陥
おと

され、天
正5年（1577）には大

おおにしじょう

西城（三好市）を占
せんきょ

拠される
など、勝瑞をとりまく軍事的な緊

きんちょう

張が一気に高
まりました。発

はっくつ

掘調
ちょうさ

査によると、勝瑞城はこう
した時期に築

きず

かれた城で、大規模な濠と土塁を
持った堅

けん

固
ご

な防
ぼうぎょ

御施
し

設
せつ

であったことが最近の発
掘調査で確

かくにん

認されました。

▲歴
れきしじょう

史上　新
しん

加
か

制
せいしき

式　よく知
し

られ
　「新加制式」とは、三好氏がその分

ぶ ん こ く と う ち

国統治の
必要上家臣・領

りょうみん

民を統
とうせい

制するために制
せいてい

定した
二十二条

じょう

からなる分
ぶんこくほう

国法で、家臣の篠
しのはらながふさ

原長房に
よって編

へんさん

纂・制定されました。三好氏の被
ひ

官
かん

は
もとより、僧

そうりょ

侶・神
しんかん

官から百
ひゃくしょう

姓にいたる人々を
対象として、主に犯

はんざい

罪と刑
けいばつ

罰関係、物
ぶっけん

権、債
さいけん

権、
相続関係の規

き

定
てい

を盛
も

り込
こ

んだもので、よくまと
まったすばらしい法令であったようです。

▲

論
ろんそう

争で　城
しろ

ゆるがせた　法
ほっ

華
け

僧
そう

　勝瑞城主三好長
ながはる

治は、熱心な日
にちれんしゅう

蓮宗の信者
で、天正3年（1575）、阿波国の領

りょうみん

民を日蓮
宗に改

かいしゅう

宗させるという大
だい

胆
たん

な政
せいさく

策を打ち出し
ました。その結果、阿波の各宗寺院、特に
真
しんごんしゅう

言 宗寺院は旦
だん

那
な

をとられ、寺院存
そん

続
ぞく

の危
き

機
き

に陥
おちい

ってしまったそうです。そのため真
言宗の山伏たちが訴訟を起こし、真言宗と日
蓮宗による宗教論争が行われたということで
す。その後間もなく、長治は細川真

さねゆき

之のため
に自害においこまれ、この宗教政策自体はど
うなったか良く分かっていません。

ひ

　

町
内
消
防
団

（
７
分
団
）が
、

12
月
29
・
30
日
、

恒
例
の
年
末
警

戒
を
実
施
し
ま

し
た
。　

　

各
消
防
分
団

は
、
地
域
住
民

の
安
全
に
努
め

る
た
め
、
管
轄
地
域
の
巡
視
な
ど
を
深

夜
ま
で
行
い
ま
し
た
。板
野
警
察
署
長
・

石
川
町
長
・
板
野
東
部
消
防
長
・
消
防

団
幹
部
ら
が
、
29
・
30
日
に
警
戒
中
の

各
分
団
を
順
次
巡
回
し
、
状
況
報
告
を

受
け
る
と
と
も
に
激
励
し
ま
し
た
。

　

昨
年
の
町
内
で
の
火
災
発
生
件
数
は

５
件
で
し
た
。
今
年
は
火
災
ゼ
ロ
を
目

指
し
、
火
の
元
に
は
常
日
ご
ろ
か
ら
十

分
注
意
し
て
、
火
災
の
な
い
安
全
な
町

を
築
い
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

消
防
団
が

　
  

年
末
警
戒
を
実
施

石川町長らによる各分団の巡回

パークゴルフ場からの
初日の出
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味
噌
汁
等
の
汁
物
の
濃
さ
に
つ
い
て
、
確

認
し
て
み
ま
せ
ん
か
？
気
軽
に
ご
参
加
く
だ

さ
い
。

日

時　
１
月
23
日（
月
） 

　
　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
～
２
時
30
分

場

所　
保
健
セ
ン
タ
ー　

内

容　
「
ザ
・
味
噌
汁
」～
我
が
家
の
味

　
　
　
　
　

は
濃
い
・
薄
い
？
飲
み
比
べ
て

　
　
　
　
　

み
よ
う
～

＊
塩
分
測
定
を
し
ま
す
の
で
、
ご
家
庭
の
汁

　

物（
味
噌
汁
等
）を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

講

師　

㈳
徳
島
県
栄
養
士
会
の
管
理

　
　
　
　
　

栄
養
士

対
象
者　
町
内
在
住
者

参
加
費　
無
料　
　

申
込
期
限　
１
月
20
日（
金
）　　
　

申
・
問 

保
健
セ
ン
タ
ー（
☎
６
９
２・８
６
５
８
）

　

健
康
ミ
ニ
講
座
と
簡
単
メ
ニ
ュ
ー
の
調
理

を
行
い
ま
す
。
み
ん
な
で
楽
し
く
学
び
ま

し
ょ
う
。

日

時　
１
月
26
日（
木
）

　
　
　
　
　

午
後
６
時
～
８
時
30
分

場

所　
福
祉
セ
ン
タ
ー　

２
階

内

容　
健
康
ミ
ニ
講
座
・
糖
尿
病
予
防

　
　
　
　
　

の
た
め
の
調
理
実
習
と
試
食

講

師　
医
師
・
管
理
栄
養
士
・
保
健
師

準
備
物　
エ
プ
ロ
ン
・
三
角
巾
・
手
拭
き

　
　
　
　
　

タ
オ
ル

参
加
費　
５
０
０
円

申
込
期
限　
１
月
23
日（
月
）

申
・
問 

保
健
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
（
☎
６
９
２
・
８
６
５
８
）

参
加
費　
１
人　

１
０
０
円　

定

員　
15
人（
申
込
順
）

準
備
物　
エ
プ
ロ
ン
・
三
角
巾
・
タ
オ
ル

申
込
期
間　
１
月
17
日（
火
）～
20
日（
金
）

主

催　
食
生
活
改
善
推
進
協
議
会

　
　
　
　
　
「
藍
愛
グ
ル
ー
プ
」食
育
部                    

申
・
問 

保
健
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
（
☎
６
９
２
・
８
６
５
８
）

食
生
活
教
室

日

時　
２
月
11
日（
土
）

　
　
　
　
　

午
前
10
時
～
午
後
１
時

場

所　
福
祉
セ
ン
タ
ー　

２
階

内

容　
バ
ラ
ン
ス
の
よ
い
食
事
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　

調
理
実
習（
菜
め
し
・
ス
パ

ニ
ッ
シ
ュ
オ
ム
レ
ツ
・
し
ゅ
う

ま
い
・
コ
ン
ソ
メ
ス
ー
プ
・
フ

ル
ー
ツ
）

対
象
者　
幼
稚
園
児
・
小
学
生（
１
～
３

　
　
　
　
　

年
生
）と
保
護
者

参
加
費　
１
人　

１
０
０
円

定

員　
15
組（
申
込
順
）

準
備
物　
エ
プ
ロ
ン
、
手
ふ
き
の
タ
オ
ル

申
込
期
間　
１
月
17
日（
火
）～
25
日（
水
）

主

催　
食
生
活
改
善
推
進
協
議
会

　
　
　
　
　
「
藍
愛
グ
ル
ー
プ
」栄
養
部

申
・
問 

保
健
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
（
☎
６
９
２
・
８
６
５
８
）

第
22
回
町
混
合
ダ
ブ
ル
ス
卓
球
大
会

　
「
い
つ
も
よ
り
10
分
早
起
き

　
　
　
　
　
　
　

し
っ
か
り
朝
ご
は
ん
!!」

日

時　
２
月
２
日（
木
）

　
　
　
　
　

午
前
10
時
～
午
後
１
時

場

所　
福
祉
セ
ン
タ
ー（
２
階
）

内

容　
朝
食
レ
シ
ピ
の
調
理
実
習
・
試
食

対
象
者　
幼
児
の
い
る
家
庭
の
方

　
　
　
　
　
（
３
歳
～
６
歳
ま
で
）

“
の
び
の
び
～
と
ス
ト
レ
ッ
チ
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

リ
フ
レ
シ
ュ
♪
”

日

時　
１
月
23
日（
月
）

　
　
　
　
　

午
後
７
時
30
分
～
９
時

場

所　
体
育
セ
ン
タ
ー

内

容　
ス
ト
レ
ッ
チ
体
操
、
ソ
フ
ト
バ

　
　
　
　
　

レ
ー
、
囲
碁
ボ
ー
ル

参
加
費　
無
料

　

小
さ
い
子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
、
ど

な
た
で
も
気
軽
に
楽
し
め
ま
す
。

※
小
学
生
以
下
は
保
護
者
同
伴

主

催　
町
体
育
指
導
委
員
会

　
　
　
　
　

町
教
育
委
員
会　
　
　
　
　
　

問 

教
育
委
員
会（
☎
６
３
７
・
３
１
２
８
）

日

時　
２
月
26
日（
日
）

　
　
　
　
　

午
前
９
時
開
会
式

場

所　
体
育
セ
ン
タ
ー

種

目　
混
合
ダ
ブ
ル
ス

参
加
資
格　
小
学
５
年
生
以
上

　
　
　
　
　

の
町
内
在
住
者
ま
た
は
在
勤
者

参
加
費　
１
組　

１
５
０
０
円

申
込
締
切　
２
月
16
日（
木
）

※
事
故
等
の
責
任
は
負
え
ま
せ
ん
の
で
、
十

　

分
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

申
・
問 

教
育
委
員
会（
☎
６
３
７
・
３
１
２
８
）

幼
児
い
き
い
き
教
室

　
　
　
　
　
　
（
申
込
17
日
か
ら
）

親
子
料
理
教
室

　
　
　
　
　
　
（
申
込
17
日
か
ら
）

ス
ト
レ
ッ
チ
体
操
＆

ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
講
習
会

健
康
料
理
教
室
の
ご
案
内

募
　
　
　
集

 

「
ザ
・
味
噌
汁
」　
　
　
　
　

   　
　

   

 

糖
尿
病
予
防    　
　
　
　
　

   　
　

   

 

親
子
で
楽
し
く
作
り
ま
し
ょ
う         

 

手
早
く
簡
単
に
作
れ
る
朝
食
レ
シ
ピ         
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特別職国家公務員（自衛官）受付案内

問  自衛隊鳴門地域事務所　鳴門市撫養町立岩字七枚57 （☎685・5306）
　　自衛官募集ホームページhttp://www.mod.go.jp/gsdf/jieikanbosyu/

日

時　
２
月
５
日（
日
）小
雨
決
行

　

※
雨
天
の
場
合
は
、
19
日（
日
）

集

合　
午
前
８
時
30
分

ス
タ
ー
ト　
午
前
９
時
30
分　

場

所　
河
川
敷
運
動
公
園

参
加
資
格　
町
内
在
住
者
ま
た
は
在
勤
者

申
込
締
切　
１
月
20
日（
金
）

申
込
方
法　
小
・
中
学
生
は
各
学
校
へ

　

高
校
生
以
上
は
教
育
委
員
会
ま
で

種

目

　

小
学
校
１
～
３
年
生　
　

男
女
２
㎞

　

小
学
校
４
～
６
年
生　
　

男
女
３
㎞

　

中
学
・
高
校
生　
　
　
　

男
女
３
㎞

　

一
般　
　
　
　
　
　
　
　

男
女
３
㎞

　

40
歳
以
上　
　
　
　
　
　

男
女
３
㎞

申
・
問 

教
育
委
員
会（
☎
６
３
７
・
３
１
２
８
）

　

保
健
栄
養
推
進
員
に
よ
る
講
習
会
を
次
の

と
お
り
行
い
ま
す
。ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

【
徳
命
地
区
】

日

時　
２
月
10
日（
金
）

　
　
　
　
　

午
前
10
時
30
分
～
午
後
１
時

場

所　
徳
命
老
人
憩
の
家

内

容　
健
康
づ
く
り
に
つ
い
て

　
　
　
　
　

健
康
料
理
の
調
理
実
習

対
象
者　
徳
命
地
区
に
お
住
ま
い
の
方

定

員　
25
人（
申
込
順
）

日

時　
１
月
25
日（
水
）

　
　
　
　
　

午
後
７
時
30
分
～
９
時

場

所　
町
民
シ
ア
タ
ー〔
役
場
４
階
〕

演

題　
「
ひ
と
・
す
ま
い
・
ま
ち
の
バ

　
　
　
　
　

リ
ア
フ
リ
ー
」

　年
始
の
運
動
不
足
は
山
で

　
　
　
　
　
　
　
　解
消
し
ま
し
ょ
う
！

日

時　
１
月
29
日（
日
）・
２
月
12
日（
日
）

　
　
　
　
　

午
前
10
時
集
合

集
合
場
所　
大
麻
比
古
神
社
駐
車
場

参
加
費　
５
０
０
円（
保
険
料
）

★
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
個
人
会
員
は
無
料

※
昼
食
・
コ
ッ
プ
を
ご
用
意
く
だ
さ
い
。

※
集
合
場
所
ま
で
行
く
こ
と
が
困
難
な
方
は

　

午
前
９
時
30
分
ま
で
に
体
育
セ
ン
タ
ー
に

　

お
越
し
く
だ
さ
い
。

申
・
問 

あ
い
ず
み
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

（
☎
６
９
２
・５
０
０
０
）

講

師　
中
村　

正
則
さ
ん

　
　
　
　
　

県
建
築
士
会
バ
リ
ア
フ
リ
ー
デ

　
　
　
　
　

ザ
イ
ン
研
究
会
代
表
幹
事

対
象
者　
町
内
在
住
者
・
在
勤
者

受
講
料　
無
料

申

込　
講
座
の
前
日
ま
で
に
ご
連
絡
く

　
　
　
　
　

だ
さ
い
。

主

催　
町
人
権
教
育
推
進
協
議
会

共

催　
町
・
町
教
育
委
員
会

申
・
問 

教
育
委
員
会（
☎
６
３
７
・
３
１
２
８
）

準
備
物　
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
タ
オ
ル

申
込
期
間　
１
月
17
日（
火
）～
24
日（
火
）

【
東
中
富
地
区
】

日

時　
２
月
17
日（
金
）

　
　
　
　
　

午
後
２
時
～
２
時
30
分

場

所　
東
中
富
老
人
憩
の
家

内

容　
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食
事
に
つ
い
て

対
象
者　
東
中
富
地
区
に
お
住
ま
い
の
方

定

員　
20
人（
申
込
順
）

申
込
期
間　
１
月
17
日（
火
）～
31
日（
火
）

【
富
吉
地
区
】

日

時　
２
月
７
日（
火
）

　
　
　
　
　

午
前
10
時
30
分
～
午
後
１
時

場

所　
富
吉
老
人
憩
の
家

内

容　
健
康
づ
く
り
に
つ
い
て

　
　
　
　
　

健
康
料
理
の
調
理
実
習

対
象
者　
富
吉
地
区
に
お
住
ま
い
の
方

定

員　
30
人（
申
込
順
）

準
備
物　
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
タ
オ
ル

申
込
期
間　
１
月
17
日（
火
）～
24
日（
火
）

申
・
問 

保
健
セ
ン
タ
ー

（
☎
６
９
２
・
８
６
５
８
） 

第
30
回
町
内
マ
ラ
ソ
ン
大
会

健
康
づ
く
り
講
習
会

第
５
回
人
権
講
座

大
麻
山
登
山
教
室

募 集 種 目 資　格 受付期間 試験期日 試験会場

幹 部
候 補 生 

（男 女）

一般 
・  

技術

20歳以上26歳未満
 ⑴22歳以上は学歴等不問
 ⑵22歳未満は大卒（見込含）
 ⑶大学院の場合は28歳未満（見込含）

2月1日㈬～
              4月27日㈮ 

（締切日必着）

1次：5月12日㈯
　　 5月13日㈰
      （飛行要員のみ） 海上自衛隊 

徳島教育航
空群基地内 

（松茂町）

歯科 
・  

薬剤
専門大卒（見込含）
20歳以上30歳未満 （薬剤は20歳以上28歳未満）

2次：6月中旬 
3次：7月9日㈪～8月9日㈭
       （飛行要員のみ）

任期制自衛官 男子 18歳以上27歳未満 年間を通じて行っています。 受付時にお知らせします。

予 備
自衛官補

一般 18歳以上34歳未満
1月11日㈬～ 4月4日㈬ 4月13日㈮～ 4月16日㈪ 

いずれか1日を指定されます。技能 18歳以上で国家免許資格等を有する者（資格により53歳未満～55歳未満） 香川県善通寺

 

ま
ち
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー          　
　

   

 

運
動
不
足
解
消
に
！          　
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「
全
国
一
斉
！ 

法
務
局
休
日
相
談
所（
徳
島
地
方
法
務
局
）」開
設

い
ろ
ん
な
専
門
家
に
聞
い
て
み
よ
う
！

  

な
ん
で
も
無
料
相
談
会

相
　
　
　
談

こ
こ
ろ
の
相
談
窓
口

　

一
人
で
悩
ん
で
い
ま
せ
ん
か
。
お
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
こ
こ
ろ
の
病
気
・
ス
ト
レ
ス
・
悩
み
な
ど

▼
地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー「
こ
と
じ
」

（
☎
６
９
４
・
６
６
０
６
）

▼「
オ
リ
ー
ブ
の
木
」（
☎
６
８
５
・５
５
２
４
）

▼
保
健
セ
ン
タ
ー 

（
☎
６
９
２
・
８
６
５
８
）

●
精
神
障
害
者
家
族
会
・
作
業
所
に
つ
い
て

▼
地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
　
「
す
み
れ
・
あ
い
ず
み
作
業
所
」

（
☎
６
９
３
・
０
０
３
２
）

　

こ
の
た
び
徳
島
地
方
法
務
局
で
は
、
よ
り

多
く
の
県
民
の
皆
さ
ん
に
親
し
み
を
持
っ
て

法
務
局
を
ご
利
用
い
た
だ
く
た
め
無
料
相
談

所
を
開
設
し
ま
す
。

　

土
地
・
建
物
や
会
社
の
登
記
、
相
続
、
土

地
の
境
界
、
地
代
、
家
賃
、
隣
近
所
の
こ
と

や
子
ど
も
の
い
じ
め
問
題
等
で
、
困
り
ご
と

や
悩
み
ご
と
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
お
気
軽

に
ご
相
談
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

日

時　
２
月
12
日（
日
）

　
　
　
　
　

午
前
10
時
～
午
後
３
時

　

交
通
安
全
協
会
に
よ
る
優
良
運
転
者
表

彰
の
候
補
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

次
の
条
件
に
該
当
す
る
方
は
届
出
を
お

願
い
し
ま
す
。

条

件

①
交
通
安
全
協
会
の
会
員
で
あ
る
こ
と

②
二
輪
免
許（
原
付
含
む
）ま
た
は
、
普
通

　

免
許
以
上
の
保
有
者
で
あ
る
こ
と

③
10
年
以
上
無
事
故
・
無
違
反
で
あ
る
こ

　

と（
地
区
交
通
安
全
協
会
表
彰
）

④
15
年
以
上
・
20
年
以
上
・
30
年
以
上
無

　

法
律
・
税
務
・
登
記
・
経

営
・
労
務
な
ど
幅
広
い
相
談

に
、
経
験
豊
か
な
県
内
の
専

門
家
が
応
じ
ま
す
。
お
気
軽

に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日

時　
１
月
28
日（
土
）

　
　
　
　
　

午
前
10
時
～
午
後
３
時
30
分

　
　
　
　
　
（
受
付
午
前
９
時
30
分
～
午
後

　
　
　
　
　

３
時
ま
で
）

場

所　
ア
ス
テ
ィ
と
く
し
ま

　
　
　
　
　
（
第
４
・５
会
議
室
）

＊
予
約
不
要

問 

県
士
業
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
推
進
協
議
会

　
　

事
務
局（
☎
６
２
２
・
１
８
６
５
）

場

所

　

徳
島
市
寺
島
本
町
西
１
丁
目
61
番
地

　

徳
島
ク
レ
メ
ン
ト
プ
ラ
ザ
５
階

　

ク
レ
メ
ン
ト
サ
ロ
ン

　

電
話　

０
９
０
・
８
９
７
２
・
８
３
０
１　

　
（
法
務
局
用
携
帯
電
話
）

担
当
者

　

法
務
局
職
員
、
公
証
人
、
司
法
書
士
、

　

土
地
家
屋
調
査
士
、
人
権
擁
護
委
員

問 

徳
島
地
方
法
務
局
総
務
課

　
　
　
　
　
　
　
（
☎
６
２
２
・
４
３
１
８
）

　

事
故
・
無
違
反
で
あ
る
こ
と

　
（
県
警
察
本
部
長
・
県
交
通
安
全
協
会

　

長
連
名
表
彰
）

※
無
事
故
・
無
違
反
の
継
続
年
数
は
、
平

　

成
24
年
１
月
31
日
現
在
で
の
計
算
と
な

　

り
ま
す
。

申
込
に
必
要
な
も
の

　

▼
運
転
免
許
証　

▼
印
鑑

受
付
締
切

　

１
月
25
日（
水
）午
後
５
時

申
・
問 

総
務
課（
☎
６
３
７
・３
１
１
１
）

!

優
良
運
転
者
表
彰
の
申
込
は
１
月
25
日
ま
で
に

平成23年度 後期パソコン教室

受
講
期
間　
２
月
～
３
月（
各
講
座
、
全
８
回
）

場

所　
町
民
情
報
プ
ラ
ザ（
役
場
４
階
）

受
講
資
格　

町
内
在
住
者
ま
た
は
在
勤
者
で　

　
　
　
　
　

20
歳
以
上
の
方（
学
生
を
除
く
）

定

員　
各
10
人

受
講
料　
２
か
月
５
０
０
０
円（
教
材
費
別
）

申
込
期
間　
１
月
15
日（
日
）～
21
日（
土
）

　
　
　
　
　

午
前
９
時
～
午
後
５
時

★
各
講
座
、
定
員
を
超
え
た
場
合
は
、
初
め
て
の

方
を
優
先
し
て
抽
選
を
行
い
ま
す
。
当
選
者
の
方

は
、１
月
31
日（
火
）ま
で
に
書
面
で
通
知
し
ま
す
。

★
応
募
者
が
少
な
い
講
座
は
、
開
講
し
な
い
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

★
受
講
日
・
受
講
時
間
は
、
都
合
に
よ
り
変
更
す

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

申
・
問 

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
（
☎
６
３
７
・
３
１
３
０
） 

火
曜
日
休
館

講座名 曜　日 時　間 用意するもの

基 礎 講 座（昼）
毎 週
水曜日

午後１時30分～
３時

筆記用具
テキスト

基 礎 講 座（夜） 午後７時30分～
９時

筆記用具
テキスト

ワード・エクセル講座（昼）
毎 週
金曜日

午後１時30分～
３時

筆記用具
テキスト

ワード・エクセル講座（夜） 午後７時30分～
９時

筆記用具
テキスト
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確　認　先

記　事　名
担当課へのお問い合わせ ＨＰの

掲載
エーアイテレビ

の掲載 掲載ページ
担　当　課 電話番号

地方税電子申告（エルタックス） 税　務　課 ☎637・3117 ● ● 5ページ

命の授業を受けて 教育委員会 ☎637・3128 ● 11ページ

平成23年度後期パソコン教室 コミュニティセンター ☎637・3130 ● ● 15ページ

お
は
な
し
会

　

毎
週
日
曜
日　

午
後
２
時
～
２
時
30
分

あ
か
ち
ゃ
ん
絵
本
の
読
み
き
か
せ
会   

　

１
月
25
日（
水
）、
２
月
８
日（
水
）

　

午
前
10
時
30
分
～
11
時

井
隈
読
書
会

   
   

第
１
木
曜
日

　

２
月
２
日　

午
前
10
時
か
ら

〈
２
月
の
課
題
図
書
〉

　
「
他
人
を
ほ
め
る
人
け
な
す
人
」

　

フ
ラ
ン
チ
ェ
ス
コ　

ア
ル
ベ
カ
ー

◎
休
館
日!

▼
毎
週
月
曜
日　

▼
祝
日

▼
図
書
整
理
日
…
１
月
19
日（
木
）

問 

図
書
館（
☎
６
９
２
・
０
０
７
０
）

図
書
館
の
行
事

第
１
月
曜
日　
　

ぞ
め
き
演
奏

第
１
日
曜
日　
　

琵
琶
演
奏
体
験

第
２
日
曜
日　
　

尺
八
演
奏

第
３
日
曜
日　
　

琴
演
奏
体
験
学
習

第
４
日
曜
日　
　

梅
若
流
民
謡
啄
穂
会

＊
各
演
奏
・
体
験
は
午
前
10
時
～
午
後
３
時 

　
（
ぞ
め
き
演
奏
は
午
後
２
時
ま
で
）

謹
ん
で
新
春
の
お
慶
び
を

　
　
　
　
　
　
　
　

申
し
上
げ
ま
す

「
藍
と
舞
」コ
ラ
ボ
展　

藍
の
家
具
開
催
中

　

徳
島
伝
統
産
業
の
阿
波
藍
と
、
か
つ
て
の

日
本
三
大
産
地
で
あ
っ
た
徳
島
の
木
工
、
二

つ
の
異
業
種
に
よ
る
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
か

ら
生
ま
れ
た
新
感
覚
の
家
具
、
未
来
形
藍
の

家
具
展
示
販
売

と
こ
ろ　
藍
の
館　

西
寝
床

主

催　
舞
工
房（
☎
０
９
０
・
４
３
３
０

　
　
　
　
　

・
７
１
６
９　

担
当　

多
田
）

藍
の
館
イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
大
募
集

　

あ
な
た
が
考
え
た
か
わ
い
い
キ
ャ
ラ
ク
タ

ー
が
、
藍
の
館
を
全
国
に
ア
ピ
ー
ル
！

　

藍
の
館
イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
イ
ラ

ス
ト
を
募
集
し
ま
す
。

　

題
材
は
自
由
！ 

藍
の
館
と
関
連
性
の
あ

る
こ
と
な
ら
何
で
も
可
で
す
。
藍
の
館
を
イ

メ
ー
ジ
さ
せ
る
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

募
集
内
容

１ 

親
し
み
や
す
い
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
イ
ラ
ス
ト

２ 

ネ
ー
ミ
ン
グ

募
集
期
間　
１
月
２
日（
月
）～
30
日（
月
）

　
　
　
　
　
（
当
日
必
着
）

賞
品
等　
採
用
者　

遊
山
箱

　
　
　
　
　
（
先
着
50
人
に
粗
品
進
呈
）

発

表　
採
用
す
る
方
に
ご
連
絡
し
ま
す
。

　

売
上
に
つ
な
げ
る
プ
レ
ス
リ
リ
ー
ス

　

メ
デ
ィ
ア
に
取
り
上
げ
ら
れ
る
に
は
ど
う

す
れ
ば
よ
い
の
か
、
取
り
上
げ
ら
れ
て
も
反

響
が
少
な
い
の
は
な
ぜ
な
の
か
。
プ
レ
ス
リ

リ
ー
ス
の
成
功
事
例
か
ら
、
メ
デ
ィ
ア
掲
載

で
売
上
ア
ッ
プ
に
つ
な
げ
る
方
法
を
ご
紹
介

し
ま
す
。

日

時　
２
月
10
日（
金
）

　

午
後
１
時
30
分
～
午
後
３
時
30
分

場

所

　

徳
島
市
川
内
町
平
石
住
吉
２
０
９

－

５

　
（
ブ
レ
イ
ン
ズ
パ
ー
ク
徳
島
内
）

　

徳
島
健
康
科
学
総
合
セ
ン
タ
ー

※
駐
車
場
無
料

講

師　
神
崎
英
徳
氏

　
　
　
　
　

㈱
Ｐ
Ｒ
リ
ン
ク
代
表
取
締
役

受
講
料　
無
料

定

員　
30
人
程
度（
申
込
順
）

申
・
問 

㈱
徳
島
健
康
科
学
総
合
セ
ン
タ
ー

　

Ｓ
Ｏ
Ｈ
Ｏ
相
談
室

   

（
☎
６
６
５
・
２
８
５
０
／
F  ６
６
５
・７
８

　

７
７
）

　

E-m
ail　

soho-soudan2@
able.ocn.ne.

　

jp

催
し
・
そ
の
他

起
業
・
経
営
支
援
セ
ミ
ナ
ー
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地域の子どもは、
　　地域で守り育てましょう

藍住町青少年健全育成会議
藍住町民生委員児童委員協議会
藍 住 町 Ｐ Ｔ Ａ 連 合 会
板野西部青少年補導センター

地域の子どもは、
　　地域で守り育てましょう

子どもは、私たちの宝です

　地域の皆さんが健康で活力ある生活を送れるよう、健康
チェックや健康体操、お話、レクリエーション等の内容で各地
域老人憩の家で開催しますので、お気軽にご参加ください。

開催日 曜日 時　間 場　所 内　容

１月16日 月 午前９時30分〜11時 住吉老人憩の家 健康チェック
室内ゲーム

１月16日 月 午後１時30分〜３時 東部老人憩の家 健康チェック
室内ゲーム

１月18日 水 午前９時30分〜11時 江ノ口老人ルーム 健康チェック
健康体操（運動指導士）

１月18日 水 午後１時30分〜３時 徳命老人憩の家 健康チェック
室内ゲーム

１月20日 金 午後１時30分〜３時 東中富老人憩の家 健康チェック
健康体操（運動指導士）

１月23日 月 午前９時30分〜11時 乙瀬老人憩の家 健康チェック
健康体操（運動指導士）

１月23日 月 午後１時30分〜３時 奥野老人憩の家 健康チェック
室内ゲーム

２月１日 水 午後１時30分〜３時 富吉老人憩の家 健康チェック
健康体操（運動指導士）

２月６日 月 午後１時30分〜３時 東部老人憩の家 健康チェック
健康体操（運動指導士）

２月７日 火 午後１時30分〜３時 西部老人憩の家 健康チェック
健康体操（運動指導士）

２月15日 水 午後１時30分〜３時 徳命老人憩の家 健康チェック
カラオケ

住所、年齢に関係なく、ご都合のよい会場にお越しください。
内容：健康チェック（血圧測定・検尿）を行っています。

問 　社 会 福 祉 協 議 会 （☎692・9951）
地域包括支援センター （☎637・3175）

いきいきサロンのご案内

家
中
で
町
史
を
学
ぶ
カ
ル
タ
と
り　
　
　

佐　

藤　

一　

子

幾
山
河
超
え
て
卆
寿
の
年
迎
う　
　
　
　

山　

本　

義　

女

客
を
待
つ
窓
辺
に
置
き
福
寿
草　
　
　
　

吉　

田　

善　

子

淑
気
満
つ
大
河
の
ほ
と
り
藍
の
里　
　
　

濱　

本　

紫　

陽

正
月
や
猫
も
と
ま
ど
う
客
の
来
て　
　
　

宮　

本　

よ
し
子

老
の
歯
で
好
き
な
数
の
子
酒
肴　
　
　
　

一　

宮　

チ
エ
子

ま
だ
つ
け
ぬ
手
鞠
転
ば
す
ば
か
り
の
児　

佐　

藤　

幸　

子

屠
蘇
の
座
に
有
り
て
倖
せ
三
世
代　
　
　

安　

芸　

節　

子

龍
一
字
躍
る
米
寿
の
賀
状
か
な　
　
　
　

伊　

藤　

た
つ
お

初
御
空
一
直
線
の
飛
行
雲　
　
　
　
　
　

秋　

月　

秀　

月

加
章

連
れ
添
う
て
共
に
米
寿
の
千
代
の
春　
　
　
　
　
　

紫　

水

12月

おくやみ申し上げます月1212
（子の氏名） （ふりがな） （性別） （父） （母） （住　　所）

高　橋   麗　妃 （ら　 ら） 女 稔 ・ 梨 恵 富吉字穂実
喜　多   清　心 （き よ み） 女 敏 彦 ・ 亜 紀 住吉字逆藤
岡　川 　　  葵 （あ お い） 女 功 ・ 茜 乙瀬字青木
久次米　和　希 （か ず き） 男 智 広 ・ 理 絵 徳命字名田
坂　東   海　里 （か い り） 男 一 真 ・ 恵理子 住吉字若宮
江　西   祐　翔 （ゆ う と） 男 辰 徳 ・ 公 子 富吉字須崎
中　川　航　輔 （こうすけ） 男 剛 利 ・ 奈緒美 勝瑞字東勝地
呉　羽　陽奈実 （ひ な み） 女 昭 彦 ・ 美紗代 富吉字穂実
藤　原　美　采 （み り あ） 女 貴 大 ・ 美 和 富吉字須崎
矢　口   朱々愛 （す ず あ） 女 和 宏 ・ 里 美 住吉字乾
村　澤　向　葵 （ひ ま り） 女 和 彰 ・ 彩 代 奥野字猪熊
上　田　智　久 （ともひさ） 男 俊 策 ・ 美 保 住吉字神蔵
泉　　　颯　介 （そうすけ） 男 智 彦 ・ 恵 実 奥野字猪熊
森　脇　　　駿 （し ゅ ん） 男 誠 ・ 絵 美 勝瑞字正喜地
蛭　田　伊　織 （い お り） 男 敬 規 ・ 昭 美 富吉字須崎
林　　　愛　果 （ま な か） 女 直 宏 ・ めぐみ 矢上字原
山　下　結　愛 （ゆ う な） 女 直 樹 ・ 悠 乙瀬字東新田
酒　井　秀　司 （しゅうじ） 男 栄 司 ・ 晴 美 矢上字安任
濵　　　来　吉 （き よ し） 男

貴 志 ・ 恵 以 住吉字藤ノ木
濵　　　太　智 （た い ち） 男
月　岡　桐　真 （と う ま） 男 信 介 ・ 愛 子 東中富字直道傍示
元　島　竜之介 （りゅうのすけ） 男 幹 夫 ・ 加容子 富吉字中新田
新　居　海　聖 （かいせい） 男 琢 也 ・ 麻 美 東中富字敷地傍示
田　中　陽　大 （は る と） 男 達 也 ・ 智 子 住吉字神蔵
髙曽根　　　心 （こ　 こ） 女 督 也 ・ 夢 美 東中富字権現傍示
矢　野　祈　里 （い の り） 女 雄 也 ・ 彩 矢上字春日

（氏　名） （年　齢） （住　　所）

大久保　イチヱ 92歳 徳命字前須東

梶　　　三　郎 88歳 笠木字西野

住　友　キヨ子 96歳 乙瀬字中田

堺　　　貞　子 88歳 住吉字乾

田　中　美智子 91歳 矢上字安任

金　岡　ヤスヱ 81歳 奥野字東中須 

下　村　初　子 84歳 勝瑞字正喜地

梯　　　　　実 49歳 矢上字西

乾　　　　　薫 91歳 勝瑞字西勝地

久次米　ツルコ 99歳 奥野字原

宮　本　淑　子 59歳 勝瑞字幸島

藍芳園　紫水 選



No 815広報あいずみ ■ 18

　   食パンの耳（6枚切り）…2枚分➡さいころ型に切る。
　   バター…大さじ2
　   砂糖…大さじ1

A
   ベーコン…4枚➡5mm幅に切る。 

➡炒める。　   玉ねぎ…1/2個➡薄切り。
　   卵…6個
a   牛乳…1/3カップ   ➡混ぜ合わせる。
　   砂糖…大さじ3
　   サラダ油…少量
　   しょうゆ…適宜

　   ベーコン…2枚➡千切り。
　   玉ねぎ…1/2個➡薄切り。
　   カットわかめ…4g
　   オクラ…4本➡小口切り。
　   コンソメ…5g
　   水…3カップ

12月30日～1月4日年末年始で休診です。
1月5日から診察しています。予約専用電話 088-683-3381

（ミミハイチバン）

西条北島線

徳島環状線

●はなまるうどん

●洋服の青山

●陸運局

●

エネオス
ＧＳマルナカ成長店●

サティア●

四国三郎橋▼

とくしま
耳鼻咽喉科

Ｎ

じ　  び いん こう か

とくしま耳鼻咽喉科
クリニック

診療科目 ： 耳鼻咽喉科・アレルギー科・気管食道科・小児科
TEL088-683-3987（サンキューハナ）
マルナカ成長店 南200m エネオスはいる

院長 棚本 洋文
（社）日本耳鼻咽喉科学会 認定 耳鼻咽喉科専門医
（社）日本アレルギー学会 認定 アレルギー専門医

土

●
金

●
●

木

●
●

水火

●
●

月

●
●

診察時間

８：45～12：00

14：30～18：30

医療法人
健 美 会

for safety and happiness

徳島市応神町東貞方北野 106-1

応神町産業団地
徳島運輸支局北側道路
東へ 450m

http://www.ask-hoken.com

四国三郎橋

応神町産業団地
●
陸運局

エネ
オス
GS

サティア●

とくしま
耳鼻咽喉科マルナカ

成長店●

応神町産業団地
●
陸運局

エネ
オス
GS

●

とくしまま
耳鼻咽喉科カ

●

ASK

（088）

あなたの街の保険屋さん

678‒6502

●
●

等々…何でもお気軽にご連絡下さい
生命保険・損害保険・無料相談

移転しました!!

10:00～18:00 休日・夜間の
時間帯のご予約可

株式会社 A S K

増田クリニック
TEL：  088 - 693 - 3020
藍住町役場東500ｍ

健診・禁煙指導・予防接種承ります。
●診療科目：内科・循環器科・

心臓血管外科・ペインクリニック内科

土
○
5：30
まで

金
○
○

木
○
／

水
○
○

火
○
○

月
○
○

診療時間
午前 ９：00～12：30
午後 ２：30～６：30

後藤工業後藤工業後藤工業

℡088-693-4515

現場半自動溶接・耐震金物加工取付
鉄骨加工・鉄骨組立・溶接・小物加工

※このページの広告収益は防災事業に役立てられています。

こ
の
広
報
紙
は
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す

。

平成23年度朝食アイデア献立コンクール
★スピードクッキング部門　最優秀賞★  　簡単朝食　藍住東中学校　１年　　富永　綾

①／食パンの耳をバターで炒め、途中砂糖をふりかける。
②／aの中に、①とAを入れて混ぜ、フライパンに油を熱して焼く。

①／湯を沸かし、コンソメを入れたらベーコン、
　　玉ねぎを加え、仕上げにわかめ、オクラを
　　加える。

　卵焼きにいろいろなものを入れて、アレンジしました。ホームベーカリーで焼いた食パンの耳の部分を利用しました。
◆エネルギー:379kcal ◆タンパク質:17.1ｇ ◆脂質:21.6ｇ ◆炭水化物:28.0ｇ ◆カルシウム：98mg  ◆塩分1.7ｇ

卵焼き

スープ

｛

｛

｛

｛

｛

｛

卵焼き

スープ

●献立のいいところ、工夫したところ

●作り方

●材料４人分
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